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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 年末調整の用紙が届いています。11/30までに、各自で本部総務に提出してください。

· 中野渡　鉄男様～肺炎治癒のため、本日北病棟へ転棟となっています。

· 石渡　サキ様～本日療養環境調整のため、南病棟へ転棟となっています。

・　畑中　成夫様～来月より、生活保護が止めとなるとの事。（入院が長期化の為）
・　榊　由造様～家族来院し、内科医より、状態を説明しています。家族了解されています。診察にてハーモニック、内服中止し、酸素５ｌ→７ｌへ変更。

＜隔離室使用患者様について＞
・畑中　成夫様～ここ数日、急に走り出し出すことが、みられています。昨日も、入浴後、急に「タバコを吸わせろ」と叫ぶことあり、不機嫌さをみせています。衝動行為はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓


病状の不安定さが見られて来ていますが、退室できたことは評価してください。又、退室中に「こっちがいい」と言われることもあり、その際は、退室できるためには、どんな行動がなくなればいいか、本人に返して行く事も必要です。退室についたスタッフは、衝動行為、突発的行動があることを念頭に対応してください。

＜要注目患者様について＞

・和田　昌様～躁状態となり、不眠傾向強く、多弁、気分の変動が目立っています。他者への干渉的な行動も見られるが、トラブルには至っていません。


↓

　　　　　　　他者への干渉からトラブルになる可能性も考えられ、刺激を受けやすい状態となっていますが、まだ易怒的となることは目立っていない。さらに状態が悪化すると、易刺激てきとなり、怒りの感情を表現し、他者を巻き込む行動がみられてきます。刺激をさけた、言葉使い、態度で接し、他者との交流状態、睡眠状態を観察していく。

・佐藤　優一様～和田様の話し掛け、干渉から、ストレスが溜まっているとの訴え聞かれ、本日の心理検査時にも同様の訴えきかれています。周囲に迷惑をかけないためにも我慢していると話している。頭痛の訴えは少なくなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　特定患者様との距離を持つや、マイペースで日課を行なう事、ストレスを感じたらスタッフへ話すことをアドバイスし、スタッフは心理的なサポートを心がけてください。また、表情や食事、睡眠状態の観察も行なってください。













